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（一）

要

旨

高
等
学
校
国
語
の
新
設
科
目
「
言
語
文
化
」
は
、
生
徒
が
自
分
や
現
代
社
会
と
の

関
わ
り
の
中
で
古
典
を
解
釈
し
、
自
ら
の
考
え
を
形
成
し
、
人
生
に
生
か
し
て
い
く

観
点
を
重
視
し
て
い
る
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
徒
が
主
体
的
・
対
話
的
に
取

り
組
み
、
深
い
学
び
を
達
成
で
き
る
言
語
活
動
を
組
み
込
ん
だ
授
業
へ
の
転
換
と
充

実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
漢
文
教
材
「
塞
翁
が
馬
」
を
取
り
上
げ
、
教
科
書

に
よ
っ
て
収
載
部
分
に
長
短
の
違
い
が
あ
る
三
種
類
の
本
文
を
対
象
に
学
習
指
導
の

実
際
に
即
し
な
が
ら
教
材
研
究
を
行
う
。

本
稿
（
前
編
）
の
「
導
入
段
階
」
で
は
、
三
種
類
の
本
文
の
構
成
が
頭
括
型
、
尾

括
型
、
総
括
型
に
区
別
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
指
導
法
を
示
し
た
。

ま
た
、「
本
文
の
分
析
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
、
文
に
従
来
よ
り
も
詳
し
い
注
釈
を

行
う
と
と
も
に
、
現
代
社
会
や
現
代
高
校
生
と
関
連
付
け
た
注
釈
を
行
っ
た
。
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the
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は
じ
め
に

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
国
語
（
平
成
三
十
年
告
示
）
に
お
い
て
、
古
典
文
学
を

主
教
材
と
す
る
科
目
の
一
つ
「
言
語
文
化
」（
必
履
修
科
目
）
は
、
上
代
か
ら
近
現
代

に
受
け
継
が
れ
て
き
た
我
が
国
の
言
語
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
主
眼
を
置

く
。
従
来
、
漢
文
教
育
に
お
い
て
は
、
漢
字
・
漢
語
、
書
き
下
し
文
、
句
法
、
現
代

語
訳
等
を
中
心
と
す
る
読
解
指
導
へ
の
偏
重
、
そ
れ
に
起
因
す
る
生
徒
の
学
習
意
欲

の
低
下
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、「
言
語
文
化
」
で
は
、
生

徒
が
自
身
や
現
代
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
古
典
を
我
が
事
と
し
て
解
釈
し
、
自
ら

の
考
え
を
形
成
し
、
人
生
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
観
点
を
重
視
し
た
古
典
指
導
を

求
め
て
い
る注
１

。「
主
体
的
･対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
漢
文
教
育
に
お
い
て
も
要
請
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
言
語
活
動
を
重
視
し
た
授
業
へ
の
転

換
と
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
い
っ
そ
う
確
か
な
教
材
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
は
教
材
の
精
緻
な
分
析
、
解
釈
を
通
し
て
新
た
な
問
い
や
発
見
を
発
掘
し
、
深
い

理
解
を
実
現
す
る
視
点
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
活
用
を
始
め
と
す
る
新
た
な
指
導

法
を
開
拓
す
る
視
野
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
教
材
研
究
の
実
践
と
し
て
、
漢
文
教
材
「
塞
翁
が
馬
」

（『
淮
南
子
』）
を
取
り
上
げ
、
収
載
部
分
に
長
短
の
差
が
あ
る
三
種
類
の
本
文
を
対
象

に
学
習
指
導
の
実
際
に
即
し
て
教
材
の
分
析
、
解
釈
を
行
う
。
ま
ず
、
学
習
指
導
の

導
入
段
階
で
は
三
種
類
の
本
文
が
頭
括
型
、
尾
括
型
、
双
括
型
の
文
章
構
成
で
あ
る

こ
と
に
着
目
す
る
。
次
に
、
本
文
の
分
析
段
階
で
は
従
来
よ
り
も
詳
し
く
注
釈
を
行

う
と
と
も
に
、
現
代
社
会
や
現
代
高
校
生
と
関
連
付
け
た
注
釈
を
行
う
。

一

教
材
本
文

教
材
研
究
は
、
高
等
学
校
「
言
語
文
化
」
の
教
科
書
の
う
ち
三
社
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
塞
翁
が
馬
」（『
淮
南
子

え
な
ん
じ

』
巻
十
八
「
人
間
じ
ん
か
ん

訓
」）
を
対
象
と
す
る
。
以
下
に
、

教
科
書
三
社
の
教
材
本
文
を
示
す
。【
本
文
Ａ
】
は
筑
摩
書
房
『
言
語
文
化
』（
二
〇

二
二
年
）、【
本
文
Ｂ
】
は
桐
原
書
店
『
探
求
言
語
文
化
』（
二
〇
二
二
年
）、【
本
文

Ｃ
】
は
東
京
書
籍
『
精
選
言
語
文
化
』（
二
〇
二
二
年
）
に
拠
る
。
段
落
数
字
は
、
便

宜
上
、
筆
者
が
付
し
た
。

【
本
文
Ａ
】

一

夫
禍
福
之
転
而
相
生
、
其
変
難
見
也
。

二
⑴
近
塞
上
之
人
、
有
善
術
者
。
馬
無
故
亡
而
入
胡
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此

何
遽
不
為
福
乎
。」

⑵
居
数
月
、
其
馬
将
胡
駿
馬
而
帰
。
人
皆
賀
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
能
為
禍

乎
。」

⑶
家
富
良
馬
。
其
子
好
騎
、
墜
而
折
其
髀
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不

為
福
乎
。」

⑷
居
一
年
、
胡
人
大
入
塞
。
丁
壮
者
控
弦
而
戦
、
塞
上
之
人
、
死
者
十
九
。

此
独
以
跛
之
故
、
父
子
相
保
。

三

故
福
之
為
禍
、
禍
之
為
福
、
化
不
可
極
、
深
不
可
測
也
。

【
本
文
Ｂ
】

二
⑴
近
塞
上
之
人
、
有
善
術
者
。
馬
無
故
亡
而
入
胡
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此
何

遽
不
為
福
乎
。」

⑵
居
数
月
、
其
馬
将
胡
駿
馬
而
帰
。
人
皆
賀
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
能
為
禍

乎
。」

⑶
家
富
良
馬
。
其
子
好
騎
、
墜
而
折
其
髀
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不

為
福
乎
。」

⑷
居
一
年
、
胡
人
大
入
塞
。
丁
壮
者
引
弦
而
戦
、
近
塞
之
人
、
死
者
十
九
。
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此
独
以
跛
之
故
、
父
子
相
保
。

三

故
福
之
為
禍
、
禍
之
為
福
、
化
不
可
極
、
深
不
可
測
也
。

【
本
文
Ｃ
】

二
⑴
近
塞
上
之
人
、
有
善
術
者
。
馬
無
故
亡
而
入
胡
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此

何
遽
不
為
福
乎
。」

⑵
居
数
月
、
其
馬
将
胡
駿
馬
而
帰
。
人
皆
賀
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
能
為
禍

乎
。」

⑶
家
富
良
馬
。
其
子
好
騎
、
墜
而
折
其
髀
。
人
皆
弔
之
。
其
父
曰
、「
此
何
遽
不

為
福
乎
。」

⑷
居
一
年
、
胡
人
大
入
塞
。
丁
壮
者
引
弦
而
戦
、
近
塞
之
人
、
死
者
十
九
。

此
独
以
跛
之
故
、
父
子
相
保
。

【
本
文
Ａ
】
の
底
本
は
『
新
釈
漢
文
大
系
62
淮
南
子
下
』（『
新
釈
』
と
略
す
。）、

【
本
文
Ｂ
】【
本
文
Ｃ
】
の
底
本
は
『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
淮
南
子
』（『
四
部
叢
刊
』

と
略
す
。）
で
あ
る注
２

。
本
文
の
異
同
は
、
次
の
傍
点
を
付
し
た
二
箇
所
で
あ
る
。

・
丁
壮
者
控、

弦
而
戦
、
塞
上
、

、

之
人
（【
本
文
Ａ
】）

・
丁
壮
者
引、

弦
而
戦
、
近
塞
、

、

之
人
（【
本
文
Ｂ
】【
本
文
Ｃ
】）

以
下
、
単
元
の
指
導
計
画
、
本
時
案
な
ど
学
習
指
導
案
の
作
成
を
念
頭
に
、
指
導

の
導
入
段
階
か
ら
分
析
を
始
め
、
教
材
研
究
を
進
め
て
い
く
。

二

導
入
段
階

説
話
教
材
の
指
導
計
画
に
お
け
る
導
入
段
階
の
授
業
で
、
通
常
、
扱
う
も
の
と
し

て
は
作
品
・
作
者
、
ジ
ャ
ン
ル
、
舞
台
設
定
、
文
章
構
成
な
ど
が
あ
る
。

（
一
）
作
品
解
説

「
塞
翁
が
馬
」
の
出
典
『
淮
南
子
』（「
え
な
ん
じ
」
は
読
み
癖
）
に
つ
い
て
、
例

え
ば
、
筑
摩
書
房
『
言
語
文
化
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

思
想
書
。
劉
安
の

り
ゅ
う
あ
ん

編
。
二
十
一
編
か
ら
成
る
。
書
名
は
劉
安
が
淮わ
い

南な
ん

王
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。
老
荘
思
想
を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
を
集
め
た

も
の
で
、
説
話
・
寓
話
に
富
む
。

説
明
の
冒
頭
に
あ
る
「
思
想
書
」
の
内
容
と
し
て
は
、
老
荘
思
想
（
道
家
思
想
）

の
ほ
か
、
儒
家
・
墨
家
・
法
家
・
兵
家
の
思
想
、
陰
陽
思
想
、
禍
福
思
想
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
な
お
、『
淮
南
子
』
は
、
天
文
地
理
・
古
今
の
治
乱
興
亡
・
吉
凶
・
説
話
・

逸
話
な
ど
を
集
録
、
編
集
し
た
、
そ
の
百
科
全
書
的
性
格
か
ら
雑
家
の
書
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
前
掲
教
科
書
で
は
、
淮
南
（
今
の
安
徽
省
）
王
の
劉
安
が
、
前
漢

の
初
代
皇
帝
・
高
祖
（
劉
邦
）
の
孫
で
あ
り
、
多
く
の
学
者
・
文
人
を
食
客
と
し
て

抱
え
、
学
術
を
尊
重
し
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
、
説
明
の
最
後
に
あ
る
「
説
話
」「
寓
話
」
の
意
味
に
つ
い
て
順
に
み
る

と
、
説
話
の
語
は
古
典
中
国
語
か
ら
古
代
日
本
語
に
入
り
、
近
世
ま
で
は
漢
文
を
背

景
に
持
つ
世
界
で
の
話
を
指
し
、
口
頭
ま
た
は
書
記
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
話

の
こ
と
で
あ
る
（『
日
本
語
学
大
辞
典
』）。
ま
た
、
説
話
の
語
が
意
味
す
る
内
容
は
、

「
い
わ
ゆ
る
神
話
・
伝
説
・
昔
話
・
世
間
話
・
歌
語
り
な
ど
を
含
ん
で
い
る
ハ
ナ
シ
」

で
あ
る注
３

。
そ
し
て
、池
上
洵
一
に
よ
れ
ば
、説
話
と
は
世
間
で
人
と
関
わ
っ
て
起
こ
っ

た
事
柄
（
直
接
の
見
聞
に
限
ら
な
い
）
に
驚
き
と
伝
承
の
意
味
を
認
め
た
と
き
、
時

と
場
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
不
特
定
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
完
結
性
を
も
つ
叙

事
的
短
編
の
形
で
纏
め
あ
げ
た
話
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う注
４

。

一
方
、
寓
話
と
は
、
教
訓
的
な
内
容
を
、
他
の
事
物
、
主
と
し
て
動
物
に
か
こ
つ

け
て
表
し
た
話
、
た
と
え
話
の
こ
と
で
あ
る
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
な
お
、「
寓

（二）

16 高知県立大学紀要 文化学部編 第72巻

（三）



話
」
の
語
は
中
国
語
で
は
「
寓
言
」
で
あ
り
、
例
え
ば
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
は
「
伊
索

寓
言
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金
田
鬼
一
に
よ
れ
ば
、「
寓
言
」
に
当
た
る
中
世
の
独
逸

語
bîspelは
、「
何
か
或
る
抽
象
的
の
教
訓
を
中
心
と
し
て
こ
れ
に
付
属
す
る
物
語

の
義
で
、
つ
ま
り
、
無
味
乾
燥
な
教
訓
を
誰
に
で
も
わ
か
る
よ
う
に
面
白
く
聴
か
せ

る
た
め
に
動
物
そ
の
他
人
間
以
外
の
も
の
を
役
者
に
つ
か
っ
て
組
立
て
た
空
想
的
の

物
語
」
が
原
義
で
あ
る
と
い
う注
５

。
ま
た
、
後
藤
基
巳
に
よ
れ
ば
、『
荘
子
』「
寓
言
篇
」

に
基
づ
き
解
釈
す
る
と
、
物
事
の
道
理
は
正
面
き
っ
た
ま
と
も
な
説
き
方
を
す
る
よ

り
も
、
ほ
か
の
物
事
に
か
こ
つ
け
て
説
く
方
が
よ
り
効
果
的
で
あ
り
、
こ
れ
が
寓
言

（
寓
話
）
の
機
能
で
あ
る
と
い
う注
６

。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
本
稿
で
は
必
要
に
応
じ
て
、「
説
話
」
を
口
承
・
書
承
を
問
わ

ず
伝
承
さ
れ
た
話
、
故
事
と
定
義
し
、「
寓
話
」
を
表
現
者
（
話
し
手
・
書
き
手
）
が

説
話
を
通
し
て
主
題
、
意
図
を
伝
え
る
た
め
に
例
証
と
し
て
用
い
た
話
、
た
と
え
話

と
定
義
し
て
稿
を
進
め
る
。

さ
て
、
漢
文
教
材
「
塞
翁
が
馬
」
に
お
い
て
は
文
章
構
成
に
着
目
す
る
こ
と
で
、

本
教
材
が
ど
の
よ
う
な
思
想
を
、
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
を
分
析
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
つ
ま
り
、「
塞
翁
が
馬
」
を
「
推
敲
」「
登
竜
門
」「
鶏
鳴
狗
盗
」
の
よ
う
な

故
事
成
語
（
中
国
の
故
事
に
由
来
す
る
熟
語
）
と
し
て
捉
え
、
漢
和
辞
典
や
国
語
便

覧
で
言
葉
の
意
味
を
調
べ
た
り
、
故
事
成
語
を
話
や
文
章
の
中
で
使
用
し
た
り
す
る

学
習
指
導
か
ら
、
こ
れ
を
寓
話
と
し
て
捉
え
、
そ
の
由
来
と
な
っ
た
出
典
・
本
文
の

内
容
や
背
景
、
表
現
者
の
意
図
ま
で
を
扱
う
こ
と
で
漢
文
（
文
章
）
に
対
す
る
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
導
く
学
習
指
導
へ
と
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る注
７

。

最
後
に
、『
淮
南
子
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
編
者
の
劉
安
（
前
一
七
九
～
前
一
二

二
年
）
が
生
存
し
た
時
代
か
ら
前
漢
と
考
え
て
お
く
。
そ
し
て
、
こ
の
学
習
指
導
で

は
、
教
科
書
や
国
語
便
覧
の
中
国
文
学
史
年
表
な
ど
で
『
淮
南
子
』
の
編
者
や
成
立
、

諸
子
百
家
の
書
物
な
ど
を
確
認
す
る
。

（
二
）
舞
台
設
定

「
塞
翁
が
馬
」
の
舞
台
が
「
い
つ
（
時
）」
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

【
本
文
Ａ
】で
は
二
⑴「
近
塞
上
之
人
、有
善
術
者
。」（
傍
線
は
筆
者
。
以
下
、同
じ
。）

の
「
近
」
を
「
ち
か
ゴ
ロ
」
と
訓
読
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
『
淮
南

子
』
成
立
の
前
漢
初
期
の
話
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
淮
南
子
』
の
「
塞
翁

が
馬
」
の
直
前
に
は
趣
旨
の
似
た
説
話
「
黒
牛
生
白
犢
（
黒
牛
、
白
犢と
く

を
生
む
）」
が

あ
る
。
い
ま
、
そ
の
冒
頭
が
「
昔
者
宋
人
好
善
者
」
と
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
と
、

【
本
文
Ａ
】
は
「
昔
者
」
と
「
近
」
を
時
間
関
係
で
対
比
的
に
解
し
て
「
ち
か
ゴ
ロ
」

と
訓
読
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、【
本
文
Ｂ
】【
本
文
Ｃ
】
の
よ
う
に
「
近
」

を
位
置
関
係
で
捉
え
て「
ち
か
キ
」と
訓
読
す
る
場
合
、「
塞
翁
が
馬
」の「
い
つ（
時
）」

に
つ
い
て
は
不
問
・
不
明
と
す
る
か
、「
黒
牛
生
白
犢
」
と
同
様
の
「
昔
者
」
と
解
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
舞
台
が
「
ど
こ
（
場
所
）」
か
は
「
近
塞
上
」、
す
な
わ
ち
国
境
の
と
り
で

辺
り
の
近
く
で
あ
る
。「
塞
」
に
は
外
敵
の
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
小
規
模
の
要
塞
の

意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
中
国
北
方
の
国
境
、
万
里
の
長
城
一
帯
を
い
う注
８

。
ち
な

み
に
、
漢
字
の
「
塞
」
は
「
と
り
で
」
の
意
味
で
は
「
サ
イ
」
と
音
読
し
（
ⴷ
要
塞
）、

「
ふ
さ
ぐ
」
の
意
味
で
は
「
ソ
ク
」
と
音
読
す
る
（
ⴷ
閉
塞
・
脳
梗
塞
）。

舞
台
設
定
の
「
だ
れ
が
（
登
場
人
物
）」
に
つ
い
て
は
、
人
物
を
表
す
表
現
を
列
挙

し
て
か
ら
整
理
す
る
方
法
（
帰
納
法
）
と
、
ま
ず
何
人
の
人
物
が
登
場
す
る
か
を
質

問
し
て
か
ら
確
認
す
る
方
法
（
演
繹
法
）
が
あ
る
。
い
ま
、
冒
頭
か
ら
順
に
抜
き
出

す
と
、「
近
塞
上
之
人
」「
有
善
術
者
」「
人
（
皆
）」「
其
父
」「
其
子
」「
胡
人
」「
丁

壮
者
」「
近
塞
之
人
」「
父
子
」
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
教
材
名
に
あ
る
「
塞
翁
」

を
加
え
て
整
理
（
板
書
）
す
る
と
図
１
の
よ
う
に
な
る
。
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・
塞
翁

＝
近
塞
上
之
人
。
善
術
者
。
其
父
。
父
。

・
人
（
皆
）
＝
近
塞
上
之
人
。

・
其
子

＝
子
。

・
そ
の
他

＝
胡
人
。
丁
壮
者
。
近
塞
之
人
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

さ
て
、
こ
の
図
１
を
用
い
て
「
術
」
の
意
味
を
「
□
術
」
の
熟
語
形
式
で
質
問
す

る
こ
と
で
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る注
９

（
ⴶ
「
占
術
（
占
星
術
）」）。

漢
字
「
父
」
の
読
み
に
つ
い
て
み
る
と
、「
其
父
」
の
場
合
、
徳
の
あ
る
年
長
者
の

意
味
か
ら
慣
用
音
「
ホ
」
で
読
む
の
に
対
し
、「
父
子
」
の
場
合
、
男
親
の
意
か
ら
漢

音
「
フ
」
で
あ
る
こ
と注
儗

、「
胡
人
」
は
通
例
「
こ
じ
ん
」
と
音
読
す
る
こ
と注
儘

、
ま
た
、

「
丁
壮
者
」
の
意
味
は
、（
老
人
や
未
成
年
を
除
く
）
軍
役
に
召
集
で
き
る
健
康
な
成

人
男
子
で
あ
る
こ
と注
儙

、
さ
ら
に
、「
近
塞
上
之
人
」
と
「
近
塞
之
人
」
の
意
味
が
異
な

る
こ
と
な
ど
を
適
宜
、
話
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
文
章
構
成

文
章
構
成
は
、
通
常
、
説
明
的
文
章
に
お
い
て
は
序
論
・
本
論
・
結
論
、
頭
括
型
・

尾
括
型
・
双
括
型
な
ど
、
文
学
的
文
章
に
お
い
て
は
時
間
の
推
移
、
場
所
の
転
換
な

ど
に
着
目
し
て
考
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
本
教
材
で
は
、
本
文
の
収
載
部
分
が
三

社
で
異
同
（
長
短
）
が
あ
る
た
め
、
以
下
、
収
載
部
分
が
最
も
長
い
【
本
文
Ａ
】
か

ら
順
に
み
て
い
く
。

ま
ず
、【
本
文
Ａ
】
の
文
章
構
成
は
、（
一
）
主
題
①
、（
二
）
寓
話
、（
三
）
主
題

②
と
な
っ
て
い
る注
儚

。
こ
れ
は
双
括
型
の
構
成
で
あ
り
、『
淮
南
子
』
が
思
想
書
で
あ
る

こ
と
を
物
語
る
証
左
に
も
な
る
。
そ
こ
で
、
学
習
指
導
で
は
、
最
初
に
本
文
を
幾
つ

の
段
落
に
分
け
る
か
を
発
問
後
、
大
き
く
三
段
落
に
分
け
さ
せ
る
。

次
に
、【
本
文
Ｂ
】
の
文
章
構
成
は
、（
二
）
寓
話
、（
三
）
主
題
②
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
尾
括
型
の
構
成
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
学
習
指
導
で
は
、
先
と
同
様
に
、
ま
ず

本
文
を
幾
つ
に
分
け
る
か
を
発
問
後
、
大
き
く
二
段
落
に
分
け
る
活
動
を
行
う
。
ま

た
、
尾
括
型
は
、『
徒
然
草
』
教
材
（
五
二
段
「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」、
九
二
段
「
あ

る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」
な
ど
）
で
も
見
受
け
ら
れ
る
文
章
構
成
で
あ
り
、

そ
れ
ら
と
関
係
付
け
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
後
に
、【
本
文
Ｃ
】
を
み
る
と
、（
一
）
主
題
①
と
（
三
）
主
題
②
が
な
く
、（
二
）

の
寓
話
だ
け
で
文
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、【
本
文
Ｃ
】
は
思
想
を
述
べ

る
文
章
で
は
な
く
、
む
し
ろ
説
話
・
寓
話
の
文
章
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
学
習
指
導
で
は
、
出
来
事
、
時
間
の
推
移
に
着
目
し
て
本
文
を
四
段

落
に
分
け
る
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

三

本
文
の
分
析

本
章
で
は
、
教
材
本
文
（【
本
文
Ａ
】
の
一
、【
本
文
Ｂ
】
の
二
、
三
）
を
取
り
上

げ
、
冒
頭
部
分
か
ら
順
に
分
析
を
行
う
。
書
き
下
し
文
は
、『
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座

故
事
・
寓
話
Ⅰ
故
事
成
語
』（『
故
事
・
寓
話
』
と
略
す
。）
に
拠
る
。

（
一
）
教
材
名

教
材
名
は
「
塞
翁
馬
」、
そ
の
訓
読
は
「
塞
翁
が、

馬
」（
傍
点
は
筆
者
。
以
下
、
同

じ
。）
で
あ
る
。「
塞
」
は
と
り
で
（
砦
）
の
意
、「
翁
」
は
男
性
の
老
人
を
意
味
し
、

年
長
者
へ
の
敬
称
で
あ
る
。
既
習
の
『
竹
取
物
語
』
の
「（
竹
取
の
）
翁
」
や
「
媼
」

と
関
連
付
け
て
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
塞
翁
が、

馬
」
の
「
が
」
は
ど
こ

か
ら
来
た
の
か
を
考
え
る
。
例
え
ば
「
塞
翁
の、

馬
」
は
誤
り
か
と
質
問
し
て
み
る
。

そ
し
て
、「
我
が、

国
」、「
君
が、

代
」
な
ど
を
例
に
出
す
。
次
に
、
六
歌
仙
の
「
小
野
小

町
」、
既
習
の
『
枕
草
子
』
の
読
み
を
引
き
合
い
に
出
す
。
教
材
研
究
の
段
階
で
は
、

大
伴
家
持
の
「
和
我
屋
度
能
伊
佐
左
村
竹
（
わ
が、

や
ど
の、

い
さ
さ
む
ら
た
け
）」
の

（四）
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歌
（『
万
葉
集
』
巻
十
九
・
四
二
九
一
）、
小
林
一
茶
の
『
お
ら
が、

春
』
な
ど
も
準
備

し
て
お
く
。
以
上
は
、
導
入
に
お
け
る
教
材
名
の
読
解
例
で
あ
る
。

教
材
「
塞
翁
馬
」
の
読
み
に
戻
る
と
、
こ
れ
は
現
代
の
中
国
語
音
「
sāiw
ēng
m
ǎ

（
拼
音
表
記
）」
に
相
当
す
る
古
代
の
中
国
語
音
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
後
、「
サ
イ
オ
ウ

バ
」
と
い
っ
た
日
本
語
音
（
字
音
）
へ
変
化
し
、
そ
の
後
、「
サ
イ
オ
ウ
が、

う
ま
」
と

い
っ
た
当
時
の
日
本
語
の
古
典
文
法
（
助
詞
・
連
体
格
）
と
語
彙
（
字
訓
）
に
基
づ

く
読
み
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
、
こ
の
例
を
日
本
語
の
文
体
史
に
敷
衍
し
て
み

れ
ば
、
中
国
の
古
典
語
で
書
か
れ
た
純
漢
文
（
中
国
古
典
文
）
は
、
古
代
日
本
語
（
純

漢
文
を
受
容
し
た
当
時
の
古
典
語
、
古
典
文
法
）
に
基
づ
く
訓
読
行
為
を
通
じ
て
、

符
号
や
漢
数
字
、
角
筆
に
よ
る
加
点
、
ヲ
コ
ト
点
な
ど
を
純
漢
文
に
施
し
て
文
字
化

し
た
訓
読
文注
儛

、
ま
た
、
漢
字
専
用
の
表
記
を
原
則
と
す
る
変
体
漢
文
と
な
り
、
そ
の

後
の
簡
略
文
字
（
片
仮
名
）
や
読
み
順
を
示
す
記
号
（
返
り
点
）
を
用
い
た
訓
読
漢

文
を
経
て
、
和
漢
混
淆
文
、
現
在
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
へ
と
日
本
語
化
し
て
き
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
冒
頭
の
一
文

夫
禍
福
之
転
而
相
生
、
其
変
難
見
也
。（
夫
れ
禍
福
の
転
じ
て
相
生
ず
る

や
、
其
の
変
見
難
き
な
り
。）

【
本
文
Ａ
】
は
こ
の
一
文
か
ら
始
ま
る
。
文
頭
の
助
字
「
夫
」
は
、
こ
こ
で
は
「
そ

レ
」
と
訓
読
し
、
議
論
の
話
題
を
提
示
す
る
用
法
で
、「
そ
も
そ
も
、
い
っ
た
い
、
お

よ
そ
」
の
意
味
を
表
す
。
こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
「
そ
も
そ
も
、
災
難
と
幸
運
と

が
代
わ
る
代
わ
る
生
じ
て
く
る
、
そ
の
変
化
の
道
理
は
（
一
般
の
人
に
は
）
見
き
わ

め
に
く
い
も
の
で
あ
る
。」
と
な
る
。【
本
文
Ａ
】
の
よ
う
に
、
こ
の
一
文
を
冒
頭
に

置
い
て
本
文
を
示
す
も
の
に
は『
故
事
・
寓
話
』『
漢
文
の
教
材
研
究
１
故
事
成
語
篇
』

（『
教
材
研
究
１
』
と
略
す
。）
な
ど
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
一
文
の
直
前
に
は
、
先
述
し
た
通
り
、「
塞
翁
が
馬
」
と
趣
旨
の
よ
く

似
た
説
話
「
黒
牛
生
白
犢
」
が
あ
る
。
二
つ
の
説
話
の
間
に
こ
の
一
文
が
位
置
す
る

の
だ
が
、
こ
の
一
文
が
ど
ち
ら
の
説
話
に
属
す
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
諸
注
釈
を
調
べ
て
み
る
と
、『
四
部
叢
刊
』
を
始
め
、『
新
刊

淮
南
子
箋
釈
數
』『
漢
文
大
系
20
淮
南
鴻
烈
解
』『
国
訳
漢
文
大
成
11
』（『
国
訳
大
成
』

と
略
す
。）
な
ど
い
ず
れ
も
二
つ
の
説
話
の
間
に
形
式
段
落
を
設
け
る
も
の
は
な
く
、

そ
の
判
断
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。『
中
国
古
典
文
学
大
系
６
』（『
文
学
大
系
』
と

略
す
。）
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、『
新
釈
』『
中
国
古
典
新
書
』
を
始
め
多
く
は
、「
黒
牛
生
白
犢
」
に

後
続
す
る
先
の
一
文
を
も
っ
て
段
落
を
区
切
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
次

の
よ
う
に
、尾
括
型
の
文
章（
説
話
＋
主
題
）が
二
つ
並
ぶ
こ
と
に
な
る
。【
本
文
Ｂ
】

は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
と
い
え
る
。

・
黒
牛
生
白
犢
（
説
話
）
＋
夫
禍
福
之
転
而
相
生
、
其
変
難
見
也
。（
主
題
）

・
塞
翁
馬
（
説
話
）
＋
故
福
之
為
禍
、
禍
之
為
福
、
化
不
可
極
、
深
不
可
測
也
。

（
主
題
）

以
上
、
学
習
指
導
に
お
い
て
は
、【
本
文
Ａ
】
の
よ
う
に
説
話
の
前
に
冒
頭
の
一
文

（
か
つ
、
説
話
の
後
に
主
題
の
一
文
）
が
あ
る
場
合
、
文
章
構
成
は
双
括
型
、【
本
文

Ｂ
】
の
よ
う
に
冒
頭
の
一
文
が
な
い
（
か
つ
、
説
話
の
後
に
主
題
の
一
文
が
あ
る
）

場
合
、
文
章
構
成
は
尾
括
型
と
し
て
捉
え
る
。
な
お
、【
本
文
Ｂ
】
を
用
い
て
学
習
指

導
を
行
う
場
合
に
は
、
発
展
学
習
と
し
て
【
本
文
Ａ
】
の
冒
頭
の
一
文
を
紹
介
し
、

文
章
構
成
の
型
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
契
機
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
展
開
部

展
開
部
と
は
、【
本
文
Ａ
】【
本
文
Ｂ
】【
本
文
Ｃ
】
の
「
二
」
の
説
話
・
寓
話
部
分

を
い
う
。
以
下
、
そ
の
展
開
部
⑴
か
ら
順
に
分
析
を
行
う
。
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展
開
部
⑴

①
近
塞
上
之
人
、有
善
術
者
。（
塞
上
に
近
き
の
人
に
、術
を
善
く
す
る
者
有
り
。）

展
開
部
は
こ
の
一
文
か
ら
始
ま
る
。「
近
塞
上
之
人
」
と
「
善
術
者
」
は
塞
翁
に
関

す
る
紹
介
で
あ
り
、
現
代
語
訳
は
「
国
境
の
と
り
で
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
人
で
、

占
い
の
巧
み
な
人
が
い
た
。」
と
な
る
。「
塞
上
」
は
中
国
北
方
の
国
境
（
万
里
の
長

城
）
の
内
側
辺
り
、「
術
」
は
亀
卜
、
占
星
術
な
ど
占
い
の
意
で
あ
る
。
な
お
、「
術
」

に
つ
い
て
は
『
淮
南
子
』「
人
間
訓
」
の
冒
頭
に
「
見
本
而
知
末
、
観
指
而
睹
帰
、
執

一
而
応
万
、
握
要
而
治
詳
、
謂
之
術
。」（
本
源
を
見
て
末
流
を
知
り
、
指
向
す
る
と

こ
ろ
を
見
て
帰
着
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
、
一
事
を
執
え
て
万
事
に
対
応
し
、
要
点

を
把
握
し
て
詳
細
を
統
括
す
る
、
こ
れ
を
術
と
い
う
。『
新
釈
』
一
〇
二
三
頁
）
と
あ

る
点
、
教
材
本
文
の
解
釈
の
参
考
に
な
る
（
後
編
）。

②
馬
無
故
亡
而
入
胡
。（
馬
故
無
く
し
て
亡に

げ
て
胡
に
入
る
。）

そ
の
占
術
に
長
け
た
老
人
（
＝
塞
翁
）
の
家
か
ら
、
あ
る
時
、
ど
う
い
う
わ
け
か

理
由
も
な
く
、
飼
っ
て
い
た
馬
が
逃
げ
出
し
、
北
方
異
民
族
（
＝
匈
奴
）
の
領
地
に

入
っ
て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
が
生
じ
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

文
頭
に
「
馬
無
故
」
と
あ
る
が
、
本
当
に
何
の
理
由
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
一
般
の
人
に
は
馬
が
逃
げ
出
し
た
理
由
が
分
か
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
、

こ
の
老
人
に
は
そ
の
理
由
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
問
い
か
け
て
み
る
。

「
胡
」
と
は
、
中
国
北
西
部
の
異
民
族
「
匈
奴
」
の
領
地
の
こ
と
で
あ
る
。
匈
奴
は
、

前
四
世
紀
末
よ
り
約
五
百
年
間
、
蒙
古
に
栄
え
た
遊
牧
騎
馬
民
族
で
、
そ
の
領
地
に

は
古
来
、
良
馬
を
産
し
、
胡
と
馬
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
っ
た注
儜

。
つ
ま

り
、
馬
の
逃
亡
は
こ
の
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る

（
後
述
）。
こ
の
場
面
で
は
、
少
な
く
と
も
教
科
書
付
録
の
漢
文
地
図
な
ど
で
万
里
の

長
城
と
そ
の
北
西
地
域
を
確
認
し
て
お
く
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

「
馬
無
故
」
の
「
故
」（
名
詞
）
は
、
物
事
が
起
こ
る
わ
け
・
原
因
と
い
う
意
味
を

表
す
。
こ
れ
に
対
し
、【
本
文
Ａ
】【
本
文
Ｂ
】
の
最
後
の
一
文
の
冒
頭
に
は
「
故
に
」

（
接
続
詞
）
と
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
部
分
が
本
文
の
結
論
を
示
し
て
い
る
点
に
注
目
す

る
。
一
方
、「
亡
ゲ
」（
動
詞
）
の
訓
読
か
ら
は
終
止
形
「
亡
グ
」
を
確
認
し
、「
□
亡
」

の
熟
語
形
式
を
与
え
て
「
逃
亡
」
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
文
末
に
あ
る
「
入
る
」

の
読
み
は
「
は
い
ル
」
で
は
な
く
、「
い
ル
」
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
古
典
と
し
て
の

漢
文
と
古
文
を
関
係
付
け
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③
人
皆
弔
之
。（
人
皆
之
を
弔
す
。）

そ
こ
で
、
老
人
の
家
の
隣
や
近
所
の
人
々
が
皆
、
老
人
を
気
の
毒
に
思
い
、
馬
が

逃
げ
出
し
た
こ
と
の
お
見
舞
い
に
や
っ
て
来
て
慰
め
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

さ
て
、
人
々
は
お
見
舞
い
に
来
た
時
、
ど
の
よ
う
に
言
っ
て
老
人
を
慰
め
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
は
、
現
代
の
読
者
で
あ
る
高
校
生
を
前
漢
時
代
の
本
説
話
に

引
き
込
む
意
図
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
当
時
の
馬
の
価
値
に
つ
い

て
身
近
な
問
題
と
し
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
老
人
の
馬
は
現
代

人
に
と
っ
て
何
に
相
当
す
る
か
と
考
え
て
み
る
と
、
自
家
用
車
（
ま
た
は
オ
ー
ド
バ

イ
）
で
あ
ろ
う
。
そ
の
車
が
、
あ
る
朝
、
突
然
、
駐
車
場
（
車
庫
）
か
ら
消
え
て
な

く
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
間
違
い
な
く
大
打
撃
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
近

所
の
人
々
が
や
っ
て
来
て
慰
め
を
言
う
。
自
分
が
そ
の
人
々
な
ら
ば
、
老
人
に
向

か
っ
て
何
と
言
っ
て
慰
め
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
老
人
な
ら
ば
、
人
々
は
ど
う
言
っ

て
慰
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

「
之
」（
代
名
詞
）
に
つ
い
て
は
、
通
例
、
指
示
内
容
を
本
文
中
か
ら
抜
き
出
し
た

（六）
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り
、
現
代
語
で
答
え
た
り
さ
せ
る
こ
と
で
内
容
理
解
を
促
す
。
ま
た
、「
弔
ス
」
の
読

み
仮
名
は
「
て
う
す
」
で
あ
る注
儝

。
さ
ら
に
、「
弔
□
」「
□
弔
」
の
よ
う
な
形
式
で
「
弔
」

を
前
後
に
用
い
た
熟
語
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
語
彙
を
広
げ
る
こ
と
に
有
効
で
あ
る

（
ⴶ
「
弔
意
・
弔
辞
・
弔
電
・
弔
問
、
哀
弔
・
慶
弔
」
な
ど
）。

④
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
為
福
乎
。」（
其
の
父ほ

曰
は
く
、「
此こ

れ
何
遽
な

ん

ぞ
福
と
為な

ら
ざ
ら
ん
や
。」
と
。）

と
こ
ろ
が
、
こ
の
老
人
は
近
所
の
人
々
か
ら
の
慰
め
に
対
し
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う

し
て
幸
運
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。（
い
や
、
幸
運
に
な
ら
な
い
こ
と

は
な
い
。
つ
ま
り
、
馬
の
逃
亡
は
こ
の
先
、
幸
運
に
な
る
に
違
い
な
い
。）」
と
発
す

る
の
で
あ
る
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
こ
で
は
、
老
人
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
（
一
見
、
意
外
な
、
あ
る
い
は
負
け
惜
し

み
の
よ
う
な
）
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
老
人
の
こ
の
言
葉
を
聞

い
た
近
所
の
人
々
は
い
っ
た
い
ど
う
思
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
い
か
け
て
み
る
。

そ
の
う
え
で
、
老
人
の
発
言
の
根
拠
が
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
こ
こ
ま
で

の
本
文
中
か
ら
指
摘
さ
せ
る
。
す
る
と
、「
善
術
者
」が
挙
が
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
、

老
人
の
発
言
は
巧
み
な
占
い
に
基
づ
く
予
言
と
し
て
ひ
と
ま
ず
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、「
其
父
」
の
「
父
」
の
読
み
に
つ
い
て
、「
ホ
」
で
は
な
く
、「
ち
ち
」
と
す

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る注
儞

。
し
か
し
、こ
の
読
み
に
は
問
題
が
あ
る（
村
山
敬
三「「
塞

翁
馬
」
教
材
研
究
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
42
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
、
二
〇

〇
六
年
。
村
山
（
二
〇
〇
六
）
と
記
す
。）。
以
下
、
そ
の
指
摘
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

「
父
」
は
「
ち
ち
」
と
読
む
か
、「
ホ
」
と
読
む
か
の
検
討
を
行
う
。

ま
ず
、「
ち
ち
」
は
父
親
の
意
で
あ
る
た
め
、「
其
父
」
と
は
誰
の
父
親
か
（「
其
」

の
指
示
内
容
）
を
考
え
て
み
る
。
す
る
と
、「
其
」
に
は
「（
後
に
落
馬
し
て
）
髀
を

骨
折
し
た
子
ど
も
」
ま
た
は
「
善
術
者
（
占
い
の
上
手
な
人
）」
が
候
補
と
な
る
だ
ろ

う
。
す
る
と
、「
其
父
」
と
は
「
髀
を
骨
折
し
た
子
ど
も
」
の
父
親
、
ま
た
は
「
善
術

者
」
の
父
親
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
し
か
し
、「
髀
を
骨
折
し
た
子
ど
も
」
の
父
親
と

解
す
る
前
者
に
つ
い
て
は
、
村
山
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
そ
の
子

ど
も
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
適
で
あ
る
。

で
は
、「
善
術
者
」
の
父
親
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
る
と
、
以
後
、
近
所
の

人
々
に
予
言
め
い
た
言
葉
を
発
す
る
人
物
は
、
本
文
の
冒
頭
で
「
善
術
者
」
と
紹
介

し
た
人
物
で
は
な
く
、
そ
の
父
親
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
は
、

村
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
冒
頭
で
行
っ
た
「
善
術
者
」
の
紹
介
が
意
味
を
持
た
な

く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。

さ
ら
に
、「
其
父
」
が
「
善
術
者
」
の
父
親
だ
と
す
る
と
、
後
掲
の
本
文
⑬
の
「
父

子
相
保
」
の
「
父
子
」
の
内
容
に
つ
い
て
問
題
が
生
ず
る
。「
父
子
」
の
「
父
」
と
は

「
其
父
（「
善
術
者
」
の
父
親
）」、「
子
」
と
は
「
其
子
」
を
指
す
だ
ろ
う
。
で
は
、「
其、

子
」
と
は
誰
の
子
ど
も
か
（「
其、

」
の
指
示
内
容
）
を
考
え
る
。
す
る
と
、「
其、

」
は
、

直
前
の
「
其
父
」
を
指
す
こ
と
か
ら
「
善
術
者
」
の
子
ど
も
で
あ
る
。
す
る
と
、「
其、

子
」
と
は
「
善
術
者
」
の
子
ど
も

、

、

、

、

、

、

、

、

、

の
子
ど
も
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
父
子
」
は
、「
善

術
者
」
の
父
親
（
＝
祖
父
）
と
「
善
術
者
」
の
子
の
子
（
＝
孫
）
を
指
す
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
は
「
父
子
」
の
意
味
と
矛
盾
す
る
結
果
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
其
父
」

の
「
父
」
を
「
ち
ち
」
と
読
む
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
内
容
を
整
理
し
て
図
２
に
示
す
。

「
其
父
」
を
「
其
の
父
（
ち
ち
）」
と
読
む
と
、

１

予
言
め
い
た
言
葉
を
発
す
る
の
が
「
善
術
者
」
で
は
な
く
、

「
善
術
者
」
の
父
親
と
な
る
。「
善
術
者
」
の
紹
介
が
無
意
味
。

２

「
父
子
」
が
父
と
子
で
は
な
く
祖
父
と
孫
に
な
る
。
矛
盾
。
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つ
ま
り
、「
其
父
」
の
「
父
」
は
父
親
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
年
長
者
、
老
人
を
意

味
す
る
の
で
あ
る注
償

。
し
た
が
っ
て
、「
父
」
は
「
ち
ち
」
で
は
な
く
、「
ホ
」
と
読
む
。

そ
し
て
、
後
に
予
言
め
い
た
言
葉
を
発
し
た
の
は
「
善
術
者
」
の
父
親
で
は
な
く
、

本
文
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ
た
「
善
術
者
」
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
落
馬
し
て
髀
を
骨

折
し
た
の
は
「
善
術
者
」
で
は
な
く
、「
善
術
者
」
の
子
ど
も
で
あ
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

反
語
の
句
法
を
取
り
上
げ
る
。「
反
語
」
の
意
味
は
、「
疑
問
」
と
対
比
的
に
説
明

す
る
と
理
解
し
や
す
い
。
一
方
、「
反
語
」
の
形
式
と
意
味
の
関
係
は
、
そ
の
解
釈
過

程
を
説
明
す
る
た
め
に
筆
者
が
作
成
し
た
図
３
（
訓
点
、
書
き
下
し
文
は
省
略
。）
を

示
す
の
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
板
書
で
は
、
㋐
→
㋑
→
削
除
線
→
㋒
→
削
除
線
→
㋓
の

順
に
記
す
。
そ
の
後
、「
＊
㋐
＝
㋓
」
を
記
し
、
説
明
を
行
う
。

㋐

此
何
遽
不
為
福
乎
。

…
…
反
語
の
句
法

㋑

此
何
遽
不
為
福
乎
。

…
…
反
語
の
形
式
の
削
除

㋒

此
不
為
福
。

…
…
反
語
の
意
味
の
削
除

㋓

此
為
福
。

…
…
反
語
前
の
形
式
と
意
味

＊
㋐
＝
㋓
。
㋐
の
反
語
は
、
㋓
「
此
れ
福
と
為
る
」
の
強
調

図
３
に
よ
れ
ば
、
㋓
「
此
為
福
（
此
れ
福
と
為
る
）。」
の
意
味
を
強
調
す
る
修
辞

法
と
し
て
「
反
語
」
の
㋐
「
此
何
遽
、

、

不
為
福
乎、

」
が
あ
る
こ
と
を
説
明
で
き
る
。
な

お
、
㋐
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、「
此
」
の
指
示
内
容
に
つ
い
て
本
文
中
か
ら

該
当
部
分
を
抜
き
出
さ
せ
た
り
、
現
代
語
で
答
え
さ
せ
た
り
す
る
。
ま
た
、
教
科
書

で
与
え
ら
れ
て
い
る
反
語
の
句
法
の
訳
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う

し
て
～
～
～
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
～
～
～
な
い
。
つ
ま
り
、
～
～
～
。」
の
よ
う
に
現

代
語
訳
で
空
所
（
～
～
～
）
を
埋
め
さ
せ
る
方
式
も
あ
る
。

展
開
部
⑵

⑤
居
数
月
、
其
馬
将
胡
駿
馬
而
帰
。（
居を

る
こ
と
数
月
、
其
の
馬
胡
の
駿
馬
を

将
ゐ
て
帰
る
。）

そ
れ
か
ら
、
数
か
月
が
経
っ
て
、
老
人
の
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
馬
が
北
方
異
民
族

の
駿
馬
を
引
き
連
れ
て
帰
っ
て
き
た
。
こ
こ
は
、
時
間
の
経
過
、
そ
し
て
出
来
事
の

発
生
へ
と
展
開
す
る
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

さ
て
、
老
人
の
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
馬
は
何
頭
で
、
な
ぜ
戻
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
一
緒
に
戻
っ
て
き
た
匈
奴
の
駿
馬
は
何
頭
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、

性
別
は
ど
う
だ
ろ
う
、
な
ど
と
問
い
か
け
て
み
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
推
測
と
根

拠
に
つ
い
て
交
流
す
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、『
教
材
研

究
１
』で
は
馬
が
返
っ
て
き
た
理
由
と
し
て「
平
生
か
ら
か
わ
い
が
っ
て
い
た
か
ら
。」

を
例
示
す
る
。
一
方
、
例
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
馬
は
今
で
も
完
全
放
牧
飼
育
の
環
境
で

は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
体
力
が
つ
い
て
き
た
頃
、
時
に
複
数
で
連
れ
立
っ
て
家
出

し
て
、
二
、
三
か
月
後
に
異
性
の
馬
を
伴
っ
て
帰
巣
本
能
と
高
い
嗅
覚
を
頼
り
に
飼

い
主
の
家
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
記
事
を
紹
介
す
る
こ

と
で
故
事
を
現
代
に
引
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
る注
儠

。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

「
居
」
は
、「
おマ
マ

ル
コ
ト
」
と
訓
読
し
、
時
間
を
表
す
語
の
前
に
置
き
、
一
定
の
時

間
が
過
ぎ
た
こ
と
を
示
す
（『
全
訳
漢
辞
海
』）。
ま
た
、「
胡
の
駿
馬
」
と
は
、
北
方

異
民
族
の
匈
奴
の
領
地
で
生
ま
れ
た
背
が
高
く
、
足
が
速
い
優
れ
た
馬
、
優
駿
の
こ

と
で
あ
る注
儡

。「
将
ヰ
テ
」
に
つ
い
て
は
「
将
□
」
の
形
式
か
ら
熟
語
「
将
軍
」（
軍
を

将
い
る
）
を
連
想
さ
せ
る
。

⑥
人
皆
賀
之
。（
人
皆
之
を
賀
す
。）

そ
こ
で
、
近
所
の
人
々
が
皆
、
喜
ん
で
老
人
の
も
と
に
や
っ
て
来
て
、
逃
げ
た
馬

（八）
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が
駿
馬
を
連
れ
戻
っ
た
こ
と
を
祝
福
し
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
こ
で
は
、
先
の
③
と
異
な
り
、
人
々
は
祝
福
に
来
た
時
、
ど
の
よ
う
に
お
祝
い

を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
問
い
か
け
て
み
る
。
す
な
わ
ち
、
自
分
が
そ
の
人
々

な
ら
ば
、
老
人
に
向
か
っ
て
何
と
言
っ
て
祝
福
す
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
老
人
な
ら

ば
、
人
々
は
ど
う
お
祝
い
を
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

先
の
③
と
同
様
に
、「
之
」
の
指
示
内
容
を
本
文
か
ら
抜
き
出
し
た
り
、
現
代
語
で

答
え
た
り
さ
せ
て
内
容
理
解
を
促
す
。
ま
た
、「
賀
□
」「
□
賀
」
の
形
式
で
「
賀
」

を
前
後
に
用
い
た
熟
語
を
考
え
さ
せ
、
語
彙
を
広
げ
る
機
会
と
す
る
（
ⴶ
「
賀
正
・

賀
詞
、
祝
賀
・
謹
賀
」
な
ど
）。
さ
ら
に
、「
賀
」
の
反
義
を
考
え
さ
せ
た
上
で
、
そ

れ
よ
り
前
の
本
文
か
ら
漢
字
一
字
で
答
え
さ
せ
る
（
ⴶ
「
弔
」）。

⑦
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
能
為
禍
乎
。」（
其
の
父ほ

曰
く
、「
此こ

れ
何
遽
な

ん

ぞ
禍
と
為な

る
能
は
ざ
ら
ん
や
。」
と
。）

と
こ
ろ
が
、
老
人
は
近
所
の
人
々
か
ら
の
祝
福
に
対
し
、「
こ
の
こ
と
が
ど
う
し
て

災
難
に
な
り
得
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
災
難
に
な
り
得
る
。（
直

訳
：
こ
の
こ
と
が
ど
う
し
て
禍
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、

禍
に
な
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。）」
と
発
す
る注
儢

。
こ
の
出
来
事
が
こ
の
先
、
禍

と
な
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
こ
で
は
、
こ
の
⑦
と
先
の
④
の
対
比
に
気
づ
か
せ
る
。
そ
し
て
、
先
の
④
と
同

様
、
な
ぜ
老
人
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
。
人
々
は
そ
れ
を
聞
い
て
ど
う

思
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
る
活
動
を
行
う
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

先
の
④
と
同
様
に
、「
此
」
の
指
示
内
容
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
書
き
下
し
文
を

用
い
て
白
文
に
訓
点
を
付
け
た
り
、
反
語
の
句
法
を
改
め
て
押
さ
え
て
老
人
の
発
話

意
図
に
つ
い
て
考
え
た
り
す
る
。

展
開
部
⑶

⑧
家
富
良
馬
。
其
子
好
騎
、
墜
而
折
其
髀
。（
家
良
馬
に
富
む
。
其
の
子
騎

を
好
み
、
墜
ち
て
其
の
髀
を
折
る
。）

そ
の
後
、
老
人
の
家
に
は
子
馬
が
生
ま
れ
、
良
馬
が
増
え
た
。
と
こ
ろ
が
多
く
の

良
馬
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
乗
馬
が
好
き
に
な
っ
た
老
人
の
息
子
が
、
あ
る
日
、
落
馬

し
て
腿も
も

の
骨
を
折
る
と
い
う
出
来
事
（
事
故
）
が
起
き
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

老
人
の
家
が
良
馬
に
富
ん
だ
理
由
を
推
測
す
る
。
家
か
ら
逃
げ
出
し
た
馬
は
、
お

そ
ら
く
そ
れ
と
は
性
別
の
異
な
る
駿
馬
を
胡
か
ら
何
頭
か
、連
れ
戻
っ
て
き
た
結
果
、

老
人
の
家
に
は
胡
の
駿
馬
の
血
統
を
引
く
良
馬
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
老
人
の
子
ど
も
（
息
子
）
の
骨
折
と
は
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
と
問
い
か
け
て
み
る
。
単
に
足、

の
骨
を
折
っ
た
（
＝
足
関
節
骨
折
）
と
い
う

の
で
は
な
い
。
こ
こ
は
、髀、

の
骨
を
折
る（
＝
大
腿
骨
骨
折
）と
い
う
大
け
が
で
あ
っ

た
点
に
注
意
す
る注
儣

。
さ
ら
に
、
骨
折
し
た
足
は
片
方
だ
ろ
う
か
、
両
足
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
と
も
投
げ
か
け
て
話
題
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
後
の
⑬
参
照
）。
ち
な
み

に
、
現
在
の
モ
ン
ゴ
ル
在
来
馬
の
体
高
（
地
面
か
ら
肩
ま
で
の
高
さ
）
は
平
均
一
二

八
㎝
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
胡
の
良
馬
と
な
る
と
体
高
は
そ
れ
以
上
に
高
い
も
の

だ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
社
の
新
旧
教
科
書
の
掲
載
図
（「
塞
翁
飼
馬
図

屏
風
」「
胡
人
出
猟
図
」）
に
も
目
を
向
け
た
い
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

漢
字
・
語
句
の
指
導
と
し
て
、「
騎
」
の
熟
語
「
騎
乗
・
騎
手
・
騎
馬
、
単
騎
」、

ま
た
、「
墜
」
の
熟
語
「
墜
落
・
墜
死
、
撃
墜
・
失
墜
」、
そ
し
て
「
墜
」
と
字
形
が

似
た
「
堕
」
と
の
区
別
な
ど
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑨
人
皆
弔
之
。（
人
皆
之
を
弔
す
。）

⑩
其
父
曰
、「
此
何
遽
不
為
福
乎
。」（
其
父
曰
は
く
、「
此こ

れ
何
遽
な

ん

ぞ
福
と
為な

ら

ざ
ら
ん
や
。」
と
。）

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
の
⑨
⑩
は
、
先
の
③
④
と
同
じ
で
あ
る
。
い
ま
、
⑨
の
慰
め
の
言
葉
を
例
示
す

れ
ば
、「
今
度
は
前
に
も
ま
し
て
本
当
に
お
気
の
毒
さ
ま
で
す
。
お
子
さ
ん
は
ま
だ

若
い
の
に
た
い
へ
ん
な
目
に
遭
い
ま
し
た
ね
。
で
も
、
ま
た
、
そ
の
う
ち
治
っ
て
歩

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。」「
坊
ち
ゃ
ん
は
大
け
が
を
し
て
と
ん
だ
災
難
で
し
た
ね
。

で
も
、
命
が
無
事
で
何
よ
り
で
し
た
ね
。
そ
れ
に
、
ま
だ
若
い
し
、
も
う
片
方
の
足

は
大
丈
夫
だ
か
ら
、
生
活
は
不
便
で
も
何
と
か
な
り
ま
す
よ
。
ど
う
ぞ
お
大
事
に
。」

の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
老
人
は
⑩
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
発
し
た
か
。
声
の
大
き
さ
、
速
度
、
調

子
な
ど
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
「
此
何
遽
不
為
福
乎
。」
を
台
詞
と
し
て

声
に
出
し
て
表
現
さ
せ
、
そ
れ
に
つ
い
て
互
い
に
説
明
、
批
評
し
合
う
こ
と
で
理
解

力
、
表
現
力
を
養
う
契
機
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

展
開
部
⑷

⑪
居
一
年
、
胡
人
大
入
塞
。（
居
る
こ
と
一
年
、
胡
人
大
い
に
塞
に
入
る
。）

そ
れ
か
ら
一
年
経
っ
て
、
北
方
異
民
族
の
侵
攻
が
始
ま
り
、
国
境
の
万
里
の
長
城

を
越
え
て
大
軍
が
攻
め
込
ん
で
き
た
。
先
の
⑤
と
同
じ
く
、
時
間
の
経
過
、
そ
し
て
、

出
来
事
の
発
生
と
説
話
は
展
開
す
る
。
な
お
、
⑤
で
は
数
か
月
後
の
出
来
事
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
よ
り
長
く
一
年
後
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
回
、
胡
か

ら
や
っ
て
来
た
の
は
駿
馬
で
は
な
く
、
異
民
族
の
匈
奴
で
あ
っ
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

さ
て
、
匈
奴
は
な
ぜ
漢
民
族
の
地
に
攻
め
込
ん
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
漢
時
代
、
遊
牧
騎
馬
民
族
の
匈
奴
は
、
馬
・
牛
・
羊
な
ど
を
飼
い
、
水
と
草
を

求
め
て
遷
移
し
、
城
郭
や
定
住
の
場
所
、
耕
田
を
持
た
ず
、
ゆ
と
り
が
あ
る
う
ち
は

牧
畜
・
狩
猟
を
生
業
に
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
食
料
の
ゆ
と
り
が
な
く
な
れ

ば
農
耕
地
帯
の
豊
富
な
物
資
を
求
め
て
中
国
北
方
に
侵
攻
し
、
略
奪
を
行
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
今
回
の
よ
う
な
侵
攻
は
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
お
り
、
け
っ

し
て
今
回
が
初
め
て
の
侵
攻
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

「
居
」（
動
詞
）
の
用
法
、「
胡
人
」
の
読
み
と
意
味
、「
塞
」
の
意
味
、「
入
」
の

読
み
に
関
し
て
は
既
に
述
べ
た
。

⑫
丁
壮
者
引
弦
而
戦
。
近
塞
之
人
、
死
者
十
九
。（
丁
壮
の
者
弦
を
引
き
て

戦
ふ注
儤

。
塞
に
近
き
の
人
、
死
す
る
者
十
に
九
な
り
。）

一
人
前
の
若
者
た
ち
は
弓
を
引
い
て
戦
っ
た
。
し
か
し
、
国
境
の
と
り
で
付
近
の

人
々
は
十
人
中
九
人
ま
で
が
こ
の
戦
争
で
死
ん
だ
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
こ
で
は
「
死
者
」
と
は
ど
う
い
っ
た
人
々
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
と
い
う

の
は
、「
死
者
」
に
は
国
境
の
と
り
で
付
近
に
住
む
人
々
と
は
異
な
る
次
の
よ
う
な
解

釈
を
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
砦
の
中
の
）
若
者
は
、
弓
を
取
っ
て
戦
い
、
砦
に
近
い
（
所
に
住
ん
で
い
る
）

人
で
戦
死
し
た
若
者
は
、
十
人
に
九
人
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。

こ
の
現
代
語
訳
か
ら
は
、「
死
者
」
が
「
砦
の
中
の
若
者
（
兵
士
の
若
者
）」
及
び

「
砦
に
近
い
所
に
住
ん
で
い
る
若
者
（
一
般
の
若
者
）」
の
両
者
で
あ
る
と
解
さ
れ
る注
儥

。

確
か
に
、と
り
で
付
近
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
中
に
は
若
者
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
う
ち
の
若
者
だ
け
を
取
り
立
て
、
死
者
の
割
合
を
述
べ
立

（一〇）
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て
る
必
要
も
根
拠
も
本
文
に
は
見
出
せ
な
い
。

一
方
、
同
じ
く
戦
争
で
死
ん
だ
「
若
者
」
で
も
「
兵
と
し
て
弓
を
引
い
て
戦
っ
た

若
者
」
に
限
定
し
て
解
す
る
も
の
も
あ
る注
儦

。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
⑫
が
二
文
か
ら

成
り
、
そ
の
主
語
は
前
文
が
「
丁
壮
者
」、
後
文
が
「
近
塞
之
人
」
と
異
な
る
た
め
、

認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
⑫
の
前
文
と
後
文
と
の
関

係
か
ら
、
次
の
⑬
で
改
め
て
検
討
す
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

【
本
文
Ｂ
】【
本
文
Ｃ
】
は
〔
丁
壮
者
引、

弦
而
戦
、
近
塞
、

、

之
人
。〕
と
あ
る
の
に
対

し
、【
本
文
Ａ
】
は
〔
丁
壮
者
控、

弦
而
戦
、
塞
上
、

、

之
人
〕
と
あ
り
、
二
箇
所
に
異
同
が

あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
（「
一
教
材
本
文
」）。
最
初
の
「
引、

弦
」
は
弓
の
弦
を
引

い
て
射
る
行
為
だ
が
、『
文
学
大
系
』
は
「
控、

弦
」
は
弦
を
張
り
詰
め
に
し
、
休
み
な

く
弓
を
使
っ
て
戦
う
こ
と
と
解
し
て
い
る
。
次
の
「
近
塞
」
と
「
塞
上
」
は
両
者
と

も
に
「
塞
」
に
近
い
場
所
を
意
味
す
る
が
、
老
人
の
住
む
「
近
塞
上

、

、

、

」
は
「
近
塞
」

「
塞
上
」
に
比
べ
る
と
、「
塞
」
か
ら
は
い
っ
そ
う
遠
い
場
所
で
あ
る
。

次
に
、
漢
字
の
読
み
を
み
る
と
、「
弦
」
は
呉
音
「
ゲ
ン
」、
和
訓
「
つ
る
」
だ
が
、

「
九
」
は
漢
音
「
キ
ュ
ウ
」
で
は
な
く
、
呉
音
「
ク
」
で
読
む
。
ま
た
、「
死
者
十
九
。」

は
、死
者
の
数
が
十
九
と
誤
解
さ
れ
や
す
い
た
め
、教
科
書
な
ど
で
は「
死
者
十
九
。」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
っ
た
問
い
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
十
人
の
う
ち
九

人
ま
で
が
死
ん
だ
こ
と
を
い
う
。
仮
に
戦
死
者
が
十
九
人
だ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
数

は
大
軍
の
侵
攻
と
い
う
戦
争
の
規
模
か
ら
は
極
端
に
少
な
く
、
不
自
然
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
語
法
か
ら
は
「
吾
十
有
五
而
志
乎
学
。」（『
論
語
』
為
政
編
）

の
よ
う
に
「
死
者
十
有
九
人
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る注
儧

。
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
こ
れ
を

四
〇
人
学
級
の
場
合
で
考
え
て
み
る
と
、
一
学
級
四
〇
人
中
の
三
六
人
が
戦
死
し
、

四
人
だ
け
が
生
き
延
び
た
こ
と
に
な
り
、
戦
争
の
激
し
さ
が
実
感
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
加
え
て
、
身
近
な
現
代
日
本
語
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
高
い
確
率
を
表
す
四

字
熟
語
「
十
中
八
九

じ
っ
ち
ゅ
う
は
っ
く

」「
九
分
く

ぶ

九く

厘り
ん

」
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。

⑬
此
独
以
跛
之
故
、
父
子
相
保
。（
此
れ
独
り
跛
の
故
を
以
て
、
父
子
相
保
て

り
。）

と
こ
ろ
が
、「
此
（
指
示
内
容
は
後
述
）」
だ
け
は
、
息
子
が
片
足
が
不
自
由
だ
っ

た
の
で
兵
役
を
免
れ
た
。
こ
の
た
め
、
父
子
と
も
互
い
に
無
事
で
あ
っ
た
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

こ
の
一
文
に
つ
い
て
は
、
村
山
（
二
〇
〇
六
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、「
独
」
の
限
定

範
囲
、
現
代
語
訳
、「
此
」
の
指
示
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、
ま
ず
「
独
」（
副
詞
）
が
限
定
す
る
範
囲
に
つ
い
て
、
直

前
の
「
此
」
で
は
な
く
、
直
後
の
「
跛
之
故
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
そ
の
理
由

の
一
つ
は
、「
独
」
は
前
で
は
な
く
後
に
か
か
る
と
い
う
「
や
や
感
覚
的
な
も
の
（
中

略
）
素
直
な
印
象
」
で
あ
る
と
い
う
。
確
か
に
、「
独
」
に
は
副
詞
と
し
て
動
詞
の
前

に
置
き
「
独
～
～
（
耳
）。」
の
形
で
限
定
（
た
だ
…
…
だ
け
）
を
表
す
代
表
的
用
法

が
あ
り
、
教
科
書
も
そ
の
用
例
の
み
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
独
」
に
は
別
に
も

う
一
つ
、
行
為
の
主
体
を
限
定
す
る
用
法
（
ⴷ
「
我
独
清
」『
漁
父
辞
』

私
だ
け
が

澄
ん
で
い
る
）
が
あ
る注
儨

。
こ
こ
は
、「
此
だ
け
は
」
と
解
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
く
、

む
し
ろ
、
直
後
の
「
跛
之
故
」
と
解
し
、「
そ
の
子
は
、
単
に
片
足
に
障
害
が
あ
る
と

い
う
原
因
に
よ
っ
て
、
戦
い
に
行
か
ず
、
父
子
と
も
ど
も
無
事
で
あ
っ
た
」
の
よ
う

に
訳
す
と
、
戦
争
に
行
か
な
い
理
由
が
片
足
の
障
害
と
い
う
軽
い
も
の
と
誤
解
さ
れ

た
り
、
文
意
に
関
す
る
問
題
が
解
消
さ
れ
な
い
（
後
述
）。

ま
た
、
村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
此
」
が
直
後
の
「
跛
之
故
」
を
限
定
す
る
と
考

え
る
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
こ
の
部
分
の
中
国
語
訳
「
其
子
独
独
因
為
腿
跛
的

原
因
、
没
有
参
戦
、
父
子
倆
得
到
了
保
全注
儩

。」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
国

語
訳
に
は
「
其
子
独
独
、

、

因
為
腿
跛
的
原
因
」
と
二
つ
の
「
独
」
が
使
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
の
前
と
後
の
部
分
を
限
定
し
て
い
る
た
め
、「
独
」
が
直
前
で
は
な
く
、
直
後

を
限
定
す
る
と
い
う
根
拠
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、
諸
家
に
よ
る
こ
の
一
文
の
現
代
語
訳
を
検
討
し
、

前
件
「
此
独
以
跛
之
故
、」
と
後
件
「
父
子
相
保
。」
の
連
接
に
違
和
感
が
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
、『
故
事
・
寓
話
』
の
現
代
語
訳
「
こ
の
息
子
だ
け
は
、
片
足
に
障
害
が

あ
る
と
い
う
理
由
で（
兵
隊
に
駆
り
出
さ
れ
ず
に
済
み
）父
子
と
も
ど
も
無
事
で
あ
っ

た
」
を
例
に
挙
げ
、
仮
に
「
こ
の
息
子
だ
け
は
、
片
足
に
障
害
が
あ
る
と
い
う
理
由

で
、
父
子
と
も
ど
も
無
事
で
あ
っ
た
。」
と
訳
し
た
場
合
、
最
初
に
「
息
子
だ
け
は
」

と
息
子
を
主
語
に
し
て
言
い
始
め
、
後
に
父
親
を
主
語
に
加
え
て
「
父
子
と
も
ど
も
」

と
言
い
直
し
て
い
る
た
め
、「
お
か
し
な
文
」
に
な
る
。
そ
こ
で
、
主
語
「
息
子
だ
け

は
」
に
対
応
す
る
新
た
な
述
語
を
括
弧
書
き
で
加
え
た
結
果
が
先
の
現
代
語
訳
だ
と

分
析
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
加
味
し
た
と
思
わ
れ
る
自
身
の
現
代
語
訳
「
そ
の

子
は
、
単
に
片
足
に
障
害
が
あ
る
と
い
う
原
因
に
よ
っ
て
、
戦
い
に
行
か
ず
、
父
子

と
も
ど
も
無
事
で
あ
っ
た
。」
を
示
す
。

し
か
し
、
こ
の
現
代
語
訳
に
お
い
て
も
、
や
は
り
前
件
と
後
件
の
意
味
的
連
接
、

つ
ま
り
、「
息
子
の
片
足
が
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
に

、

、

、

、
父
子
と
も
に

、

、

、

、

、

生
き
の
び
る
こ

と
が
で
き
た
」と
い
っ
た
因
果
関
係
に
は
説
明
の
不
足
感
が
残
る注
優

。
ま
た
仮
に
、「（
と

こ
ろ
が
、）
た
だ
そ
の
（
家
の
）
子
だ
け
は注
儫

、
片
足
が
不
自
由
だ
っ
た
た
め
に
、（
兵

役
を
免
れ
て
戦
争
に
行
く
こ
と
も
な
く
、
そ
の
お
か
げ
で
）
父
と
子
は
お
互
い
に
無

事
、
生
き
な
が
ら
え
た
。」
の
よ
う
に
多
く
の
言
葉
を
補
い
、
修
正
し
て
訳
し
て
み
て

も
、
息
子
が
主
語
の
前
件
「
此
独
以
跛
之
故
」（
息
子
の
片
足
の
障
害

、

、

、

、

、

、

、

、

と
い
う
理
由
）

と
父
子
が
主
語
の
後
件
「
父
子
相
保
」（
父
子
二
人
の
無
事

、

、

、

、

、

、

、

と
い
う
結
果
）
の
意
味
的

連
接
（
因
果
関
係
）
に
お
け
る
説
明
の
不
十
分
さ
は
依
然
と
し
て
解
決
さ
れ
な
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
此
」
の
指
示
内
容
に
つ
い
て
「
息
子
」
で
は
な

い
の
で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
塞
翁
が
馬
」
の
直
前
の
説
話
「
黒

牛
生
白
犢
」
に
お
け
る
一
文
「
此
独
以
父
子
盲
之
故
、
得
無
乗
城
。」
と
「
塞
翁
が
馬
」

に
お
け
る
一
文
「
此
独
以
跛
之
故
、
父
子
相
保
。」
が
対
応
す
る
点
に
着
目
し
て
考
察

を
進
め
る
。
そ
の
結
果
、「
此
」
は
「
黒
牛
生
白
犢
」
で
は
「
好
善
者
」
の
家、

を
指
し
、

「
塞
翁
が
馬
」
で
は
「
父
」
の
家、

を
指
す
と
結
論
付
け
る
。
つ
ま
り
、「
此
」
と
は
、

息
子
を
指
す
の
で
は
な
く
、
息
子
の
家
で
あ
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
そ

の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
「
此
独
以
父
子
盲
之
故
」
に
対
す
る
「
此
独
以
（
子
）
跛

之
故
」
と
い
っ
た
対
比
が
整
う
。
さ
ら
に
、「
此
独
」
が
二
つ
の
説
話
に
お
い
て
「
た

だ
こ
の
家
に
限
っ
て
は
」
と
い
う
文
の
主
題
を
共
通
し
て
表
す
こ
と
に
な
り
、
現
代

語
訳
と
し
て
も
違
和
感
の
な
い
、
自
然
な
も
の
と
な
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
現
代
語
訳
と
し

て
「
た
だ
こ
の
息
子
の
と
こ
ろ
だ
け
は
、
片
足
が
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
に
、
父
子

と
も
に
生
き
の
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。」（『
研
究
資
料
漢
文
学
２
思
想
Ⅱ
』

明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）
を
適
訳
と
し
て
例
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
⑫
の
最
後
で
示
し
た
「
死
者
」
と
は
国
境
の
と
り
で
付
近
の
人
々
か
、

と
り
で
近
く
に
住
ん
で
い
る
若
者
か
、
と
い
う
問
題
に
戻
り
た
い
。

本
文
の
該
当
部
分
は
「
丁
壮
者
引
弦
而
戦
。
近
塞
之
人
、
死
者
十
九
。」
と
主
語
を

異
に
す
る
二
文
の
連
接
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
死
者
」
と
は
そ
の
主
語
の
「
近

塞
之
人
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
文
の
連
接
関
係
に
つ
い
て
は
並
列
な
の
か
、
逆
接

な
の
か
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。
い
ま
、
こ
れ
を
「
丁
壮
者
引
弦
而
戦
、
近
塞

之
人
、死
者
十
九
。」の
よ
う
に
二
文
を
一
文
に
し
た
と
し
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
死
者
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
近
塞
之
人
」
の
内
容
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、

村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
文
は
、
若
者
が
死
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
家
族
も
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
、

あ
る
い
は
胡
人
に
殺
さ
れ
て
、「
近
塞
之
人
」
の
九
割
が
死
ん
だ
と
述
べ
て
い
る

文
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、「
近
塞
之
人
」
と
は
兵
役
を
免
れ
た
若
者
、
女
性
、
子
ど
も
、
老
人
な
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ど
文
字
通
り
「
と
り
で
付
近
に
住
ん
で
い
る
人
々
す
べ
て
」
で
あ
る
。
し
か
し
、「
近

塞
上、

之
人
」
で
あ
る
塞
翁
は
、
と
り
で
の
辺
り
（
近
塞
之
人
、
塞
上
之
人
）
よ
り
も

遠
い
（
危
険
性
が
少
な
い
）
場
所
の
住
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
兵
役
が
免
除
さ
れ
る
年

齢
の
老
人
で
あ
っ
た
こ
と
、さ
ら
に
占
い
の
名
手（
未
来
の
予
測
が
可
能
）で
も
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
必
ず
し
も
偶
然
で
は
な
く
戦
禍
を
免
れ
得
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
村
山
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
胡
人
が
塞
に

侵
入
し
て
き
た
時
、
優
れ
た
見
通
し
を
持
つ
「
父
」
は
、「
子
」
が
戦
い
に
行
か
ず
に

す
む
こ
と
を
喜
ぶ
だ
け
で
な
く
、人
々
の
九
割
が
殺
さ
れ
る
悲
惨
な
状
況
を
予
測
し
、

自
分
を
含
め
た
家
族
の
身
の
安
全
を
い
ち
早
く
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
息
子
は
足
の
障
害
に
よ
っ
て
無
事
で
あ
り
、
そ
の
父
は
父
な
り

の
理
由
（
方
策
・
工
夫
・
知
恵
）
に
よ
っ
て
無
事
で
あ
っ
た
た
め
に
、
父
子
は

お
互
い
に

、

、

、

、

無
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、「
塞
翁
が
馬
」の「
父
子
相、

保
」

と
対
応
す
る
表
現
が
「
黒
牛
生
白
犢
」
の
「
父
子
俱、

視
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
こ
と

に
も
合
点
が
い
く
の
で
あ
る
。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

「
此
」（
代
名
詞
）
の
指
示
内
容
は
「
息
子
の
家
」
と
解
す
る
。
漢
字
の
「
跛
」
は
、

障
害
で
片
足
が
動
か
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
両
足
が
と
も
に
動
か
な
い
場
合
は

「
躄
」
で
あ
る
（『
全
訳
漢
辞
海
』）。

「
相
」（
副
詞
）
は
「
あ
い
」
と
読
み
、「
父
子
相
」
は
父
と
子
が
そ
れ
ぞ
れ
互
い

に
、
の
意
を
表
す
。
な
お
、「
黒
牛
生
白
犢
」
の
「
俱
」（
副
詞
）
は
「
と
も
に
」
と

読
み
、「
父
子
俱
」
は
盲
目
と
な
っ
た
父
と
子
が
二
人
そ
ろ
っ
て
、
同
じ
く
、
の
意
を

表
す
。
限
定
の
句
法
「
独
」
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
、「
以
～
～
之
故
」
は

「
…
…
の
た
め
に
」
と
い
う
原
因
・
理
由
の
意
を
表
す
（『
漢
字
源
』）。

（
四
）
最
後
の
一
文

故
福
之
為
禍
、
禍
之
為
福
、
化
不
可
極
、
深
不
可
測
也
。（
故
に
福
の
禍
と

為
り
、
禍
の
福
と
為
る
は
、
化
極
む
べ
か
ら
ず
、
深
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）

【
本
文
Ａ
】【
本
文
Ｂ
】
は
こ
の
一
文
で
終
わ
る
。
文
頭
の
接
続
詞
「
故
」
は
「
是

故
」
と
同
じ
く
、
前
節
の
内
容
を
理
由
と
し
て
結
論
を
導
く
用
法
で
、「
だ
か
ら
、
そ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
」
の
意
味
を
表
す
（『
漢
字
源
』）。「
化
」
は
変
化
、「
極
」
は
究

極
、「
測
」
は
予
測
の
意
を
表
す
。

現
代
語
訳
す
る
と
、「
こ
う
い
う
わ
け
で
、
福
が
禍
と
な
り
、
禍
が
福
と
な
る
、
そ

の
変
化
の
あ
り
さ
ま
は
知
り
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
道
理
の
奥
深
さ
は

測
り
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。」
と
な
る
。「
塞
翁
が
馬
」
の
展
開
部
は
こ

の
結
論
を
主
張
す
る
た
め
の
説
話
・
寓
話
、
す
な
わ
ち
例
証
で
あ
る
。

〔
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
指
導
〕

本
文
の
構
成
は
、
こ
の
最
後
の
一
文
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
で
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。【
本
文
Ａ
】
の
よ
う
に
冒
頭
の
一
文
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
主
題
①
、
こ
の
最

後
の
一
文
は
主
題
②
と
な
り
、
文
章
構
成
は
双
括
型
と
し
て
捉
え
る
。
一
方
、【
本
文

Ｂ
】
の
よ
う
に
冒
頭
の
一
文
が
な
い
場
合
、
こ
の
最
後
の
一
文
は
主
題
②
だ
け
と
な

り
、
文
章
構
成
は
尾
括
型
と
し
て
捉
え
る
（
既
述
）。

〔
知
識
・
技
能
の
指
導
〕

本
文
の
主
題
（
結
論
）
を
表
す
「
故
」（
接
続
詞
）
で
始
ま
る
こ
の
一
文
は
、
そ
の

内
容
を
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
に
対
句
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
書
き
下
し
文
を
用
い
て
白
文
に
訓
点
を
施
す
こ
と
を
通
し
て
対
句
に

気
づ
か
せ
、
主
題
の
内
容
を
明
確
に
す
る
指
導
が
で
き
る
。
ま
た
、
語
彙
指
導
の
面

か
ら
す
る
と
、
故
事
成
語
「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
」
を
紹
介
し
て
そ
の
読
み
や
意
味

を
辞
典
類
で
調
べ
た
り
、
意
味
が
似
た
こ
と
わ
ざ
「
禍
福
は
糾
え
る
□
の
如
し
」（
ⴶ

「
縄
」）、「
□
む
瀬
あ
れ
ば
浮
か
ぶ
□
あ
り
」（
ⴶ
「
沈
」「
瀬
」）、
あ
る
い
は
四
字
熟

語
「
塞
翁
□
馬注
儬

」
を
提
示
し
て
空
所
に
入
る
漢
字
を
考
え
た
り
す
る
指
導
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
（
ⴶ
「
失
」）。

次
章
で
は
、
故
事
成
語
、
寓
話
、
道
家
思
想
の
観
点
に
基
づ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習

5教材研究『淮南子』「塞翁が馬」（前編）―教材分析から教材解釈・学習指導法まで―（井上）
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指
導
の
在
り
方
と
実
際
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
続
く
）

注
１
古
典
文
学
を
主
教
材
と
す
る
も
う
一
つ
の
科
目
「
古
典
探
究
」（
選
択
科
目
）
は
、
古
典
を
主

体
的
に
読
み
深
め
る
こ
と
を
通
し
て
伝
統
と
文
化
の
基
盤
と
な
る
古
典
の
重
要
性
を
理
解

し
、
自
分
と
自
分
を
取
り
巻
く
社
会
に
と
っ
て
の
古
典
の
意
義
や
価
値
に
つ
い
て
探
究
す
る

資
質
・
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
。

２
『
新
釈
』
に
は
、
劉
文
典
『
淮
南
鴻
烈
集
解
』
を
底
本
と
し
、
小
字
本
（
四
部
叢
刊
本
）・
道

蔵
本
と
対
校
し
、
考
証
学
者
の
校
記
を
参
照
し
て
正
文
を
定
め
た
と
あ
る
。
い
ま
、
新
編
諸

子
集
成
『
淮
南
鴻
烈
集
解
下
』（
劉
文
典
撰
、
馮
逸
・
喬
華
点
校
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）

に
よ
れ
ば
、「
引
」
に
は
「
王
念
孫
云
、
引
本
作
控
、
此
亦
後
人
以
意
改
之
也
。」「
控
、
張
也
」

と
注
し
、「
近
塞
之
人
」
に
つ
い
て
は
「
荘
逵
吉
云
、
御
覧
作
「
塞
上
之
人
」」
と
注
す
る
。

３
石
原
昭
平
「
説
話
と
物
語
文
学
」『
日
本
文
学
講
座
３
神
話
・
説
話
』（
大
修
館
書
店
、
一
九

八
七
年
、
一
二
〇
頁
）。

４
池
上
洵
一
・
藤
本
徳
明
『
説
話
文
学
の
世
界
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
、
二
二
頁
）。

一
方
、
国
東
文
麿
は
個
々
の
説
話
と
説
話
文
学
に
つ
い
て
、「
個
々
の
説
話
が
主
と
し
て
一
つ

の
出
来
事
・
事
態
・
状
況
の
興
味
・
関
心
に
お
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
日

常
的
な
教
導
・
教
訓
を
目
的
と
し
て
語
ら
れ
る
短
小
な
実
用
的
作
品
で
あ
り
、
真
正
面
か
ら

人
間
・
人
生
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
な
い
か
ら
に
は
、
そ
の
説
話
が
人
物
を
と
ら
え

た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
往
々
に
し
て
人
物
描
写
・
心
理
描
写
は
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
ま
た
情

景
描
写
な
ど
も
お
ざ
な
り
に
な
り
が
ち
で
、
そ
の
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
文
学
性
は
希
薄
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。（
後
略
）」（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
35
今
昔
物

語
集
①
』
小
学
館
、
一
九
九
九
年
、
十
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
点
、
漢
文
教
材
「
塞
翁
が
馬
」

の
描
写
理
解
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
。

５
金
田
鬼
一
（『
岩
波
講
座
世
界
文
学
寓
話
文
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
、
四
頁
）

６
後
藤
基
巳
『
中
国
古
代
寓
話
集
』（
東
洋
文
庫
、
一
九
六
八
年
、
三
三
八
頁
。『
古
代
寓
話
』

と
略
す
。）

７
熟
語
と
し
て
の
故
事
成
語
は
、
小
学
校
で
「
長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、

故
事
成
語
な
ど
の
意
味
を
知
り
、
使
う
こ
と
」（「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
」
第
３
学
年
及
び

第
４
学
年
〔
知
識
及
び
技
能
〕
⑶
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
イ
）、
ま
た
、
中
学
校

で
「
長
く
親
し
ま
れ
て
い
る
言
葉
や
古
典
の
一
説
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
使
う
こ
と
」（「
中

学
校
学
習
指
導
要
領
」
第
３
学
年
〔
知
識
及
び
技
能
〕
⑶
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事

項
イ
）
の
よ
う
に
、
言
葉
の
意
味
の
理
解
と
使
用
が
指
導
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
説

話
・
寓
話
と
し
て
の
故
事
成
語
は
、
高
等
学
校
で
新
た
に
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕

に
お
け
る
指
導
事
項
と
し
て
加
わ
る
（
後
編
）。

８
『
漢
字
源
』（
学
研
プ
ラ
ス
、
二
〇
一
八
年
）。
ま
た
、
陳
広
忠
訳
注
『
中
国
古
代
名
著
今
訳

叢
書
淮
南
子
訳
注
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。『
陳
広
忠
訳
注
』
と
略
す
。）
は

「
近
塞
上
」
を
「
靠
近
長
城
一
帯
」
と
訳
す
。

９
『
陳
広
忠
訳
注
』
は
「
術
：
術
数
。
古
代
指
星
相
、
占
卜
、
医
薬
等
、
都
称
為
術
数
。」
と
す

る
。
な
お
、
大
学
入
試
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
出
題
が
見
ら
れ
る
。「
善
術
（
術
ヲ
善
ク

ス
ル
）」
は
ど
ん
な
術
を
善
く
し
た
と
い
う
の
か
。
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
よ
。〔
ア
占
術

イ
馬
術

ウ
弓
術
〕『
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
別
巻
訓
読
百
科
』

（
江
連
隆
・
今
枝
二
郎
、
昌
平
社
、
一
九
九
五
年
、
四
七
〇
頁
。『
訓
読
百
科
』
と
略
す
。）

10
「
父
」
の
読
み
は
、
基
本
義
（
父
親
）
で
は
濁
音
［
Ｂ
］、
派
生
義
（
男
子
之
美
称
）
で
は
清

音
［
p］
に
由
来
す
る
が
、
日
本
で
は
結
果
的
に
基
本
義
が
正
音
「
フ
」、
派
生
義
が
慣
用
音

「
ホ
」
に
よ
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
松
浦
友
久
「「
漁
父
」
の
読
音
に
つ
い
て
―
訓
読
学
・
音

読
学
に
お
け
る
破
音
の
機
能
―
」（『
中
国
文
学
研
究
』
25
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一

九
九
九
年
）。
な
お
、
中
国
古
典
の
訓
読
で
は
、
年
長
の
男
性
へ
の
敬
称
（
ⴷ
亜
父
・
尼
父
・

巣
父
）、
老
年
の
男
性
（
ⴷ
漁
父
・
田
父
）
を
呼
ぶ
と
き
は
「
ホ
」
が
読
み
癖
。
教
科
書
の
ル

ビ
は
「
ホ
」。

11
「
胡
人
」
を
「
こ
ひ
と
」
と
読
む
も
の
に
『
新
釈
』『
訓
読
百
科
』『
漢
文
名
作
選
第
〔
第
２

（一四）
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集
〕
６
故
事
と
語
録
』（
大
竹
修
一
・
渡
辺
雅
之
、
一
九
九
九
年
。『
名
作
選
』
と
略
す
。）
な

ど
が
あ
る
。「
楚
人
」「
宋
人
」
な
ど
に
倣
っ
た
か
。

12
「
丁
壮
」
の
年
齢
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
漢
代
で
は
二
十
歳
か
ら
五
六
歳
ま
で
で
あ

る
（『
故
事
・
寓
話
』
一
四
八
頁
）。
な
お
、「
丁
年
」
は
一
人
前
と
認
め
ら
れ
る
二
十
歳
（
日

本
で
は
六
十
歳
）、「
壮
年
」は
働
き
盛
り
の
三
十
歳
代（『
全
訳
漢
辞
海
』）。
ま
た
、漢
字「
丁
」

の
指
導
に
関
し
て
い
え
ば
、「
丁
字
路
」
を
「
Ｔ、

字
路
」
と
誤
り
や
す
い
点
を
付
け
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

13
『
漢
文
の
教
材
研
究
１
故
事
成
語
篇
』（
森
野
繁
夫
、
渓
水
社
、
一
九
八
七
年
、
九
三
頁
）
は
、

「
主
題
の
提
示
―
例
証
（
塞
翁
之
馬
）
―
主
題
の
確
認
」
と
示
す
。

14
訓
読
は
、
漢
字
の
み
で
構
成
さ
れ
た
中
国
古
典
文
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
号
が
付
加
さ
れ
、
日

本
語
を
母
語
と
す
る
者
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
の
手
続
き
を
踏
ん
で
そ
れ
が
読
み
上
げ
ら
れ

た
と
き
に
出
現
す
る
。
訓
読
は
ま
ず
第
一
に
音
声
と
し
て
の
存
在
な
の
で
あ
る（
高
津
孝「
ピ

ジ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
語
と
し
て
の
「
訓
読
」」『「
訓
読
」
論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語

―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
八
九
頁
）。
つ
ま
り
、
漢
文
を
日
本
語
に
翻
訳
（
言
語
化
）

す
る
「
訓
読
行
為
」
と
翻
訳
し
た
内
容
を
日
本
語
と
し
て
表
記
（
文
字
化
）
す
る
「
訓
読
文
」

を
区
別
す
る
（
福
島
直
恭
『
訓
読
と
漢
語
の
歴
史
』
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）。
な
お
、
訓
点

本
で
最
古
と
さ
れ
る
の
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
華
厳
刊
定
記
第
五
・
一
巻
（
七
八
三
年
）

で
、
句
切
点
、
訓
読
の
順
序
を
示
す
漢
数
字
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
安

初
期
か
ら
見
ら
れ
、
平
安
中
期
に
固
定
化
が
始
ま
る
（『
平
安
時
代
語
新
論
』
築
島
裕
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
二
七
～
三
二
頁
）。
一
方
、
角
筆
は
奈
良
時
代
か
ら
見
ら
れ
る

が
、
角
筆
が
漢
文
訓
読
の
訓
点
を
書
き
込
む
た
め
に
我
が
国
で
考
え
出
さ
れ
、
使
わ
れ
始
め

た
と
い
う
の
で
は
な
い
（『
角
筆
の
み
ち
び
く
世
界
』
小
林
芳
規
、
中
公
新
書
、
一
九
八
九
年
、

一
二
八
頁
。『
角
筆
文
献
研
究
導
論
上
巻
』
小
林
芳
規
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
三
五
八

頁
）。

15
『
故
事
・
寓
話
』
一
四
七
頁
。

16
「
弔
」
の
語
は
、
も
と
も
と
死
者
を
悼
み
、
遺
族
を
慰
め
る
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
生

き
て
い
る
人
が
災
禍
や
不
幸
に
遭
っ
た
の
を
「
慰
め
る
」「
見
舞
う
」
意
に
用
い
て
い
る
（『
故

事
・
寓
話
』
一
四
七
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
を
『
新
釈
』『
名
作
選
』
の
よ
う
に
「
弔
フ
」
と

訓
読
す
る
と
原
義
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

17
『
故
事
・
寓
話
』『
訓
読
百
科
』
な
ど
。

18
『
二
十
二
子
詳
注
全
訳
淮
南
子
訳
注
下
』（
趙
宋
乙
、
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

『
趙
宋
乙
訳
注
』
と
略
す
。）
は
「
那
位
老
人
」
と
訳
し
て
い
る
。
一
方
、「
其
父
」
を
『
陳
広

忠
訳
注
』
は
「
他
的
父
親
」、『
中
国
古
代
寓
言
一
百
篇
』（
中
国
対
外
翻
訳
出
版
、
一
九
九
一

年
）
は
「
his
father」
と
訳
す
。

19
記
事
で
は
、
逃
げ
出
し
た
馬
は
三
頭
ほ
ど
、
連
れ
戻
っ
た
の
は
二
歳
の
雄
馬
だ
と
い
う
。

https://am
eblo.jp/m
ongolnom
ad0/entry-12603275655.htm
l（「
モ
ン
ゴ
ル
で
馬
が

い
な
く
な
る
っ
て
こ
と
」
最
終
閲
覧
日
2022.11.11）

20
当
時
、
馬
は
当
地
に
あ
っ
て
は
身
近
な
動
物
で
、
高
価
な
動
物
で
あ
っ
た
。
特
に
塞
外
の
馬

は
良
馬
で
、
貴
重
な
財
産
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
漢
代
の
普
通
馬
の
市
場
価
格
は
五
千
乃
至
六

千
銭
、
天
下
の
名
馬
は
千
金
（
百
万
銭
）
と
い
わ
れ
る
（
吉
峰
宏
見
「
馬
の
ね
う
ち
―
塞
翁

が
「
馬
」
な
ど
―
」『
指
導
と
研
究
漢
字
漢
文
』
14
―
27
、
全
国
漢
字
漢
文
教
育
研
究
会
、
秀

英
出
版
、
一
九
八
二
年
）。

21
「
此
何
遽
不
為
禍
乎
。」（『
陳
広
忠
訳
注
』）。
ま
た
、
井
上
次
夫
「
中
国
故
事
の
享
受
・
受
容

と
現
代
日
本
人
―
古
典
漢
文
を
掘
り
起
こ
す
中
で
の
再
認
識
」『
次
世
代
に
伝
え
た
い
新
し

い
古
典
』（
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
で
は
、「
能
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
一
方
、
王
念

孫
は
「
此
何
遽
不
能、

為
禍
乎
。」
を
根
拠
に
「
此
何
遽
不
能、

為
福
乎
。」（
能
＝
乃
）
と
し
て
い

る
（『
新
釈
』）。
そ
の
訓
読
は
「
此
れ
何
遽
ぞ
能
ち
、

、

福
と
な
ら
ざ
ら
ん
や
。」
ま
た
は
「
此
れ

何
遽
ぞ
能
く
、

、

福
と
な
ら
ざ
ら
ん
や
。」
に
な
る
（『
教
材
研
究
１
』）。

22
「
平
生
か
ら
注
意
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
く
ら
い
で
す
ん
だ
」
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
る
（『
教
材
研
究
１
』
九
七
頁
）。
つ
ま
り
、
騎
乗
す
る
以
上
、
落
馬
の
危
険
性
に
は
注

意
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
単
に
足
の
骨
折
と
い
う
軽
傷
で
済
ん
だ
と
い
う
の

で
は
な
く
、
落
馬
に
よ
る
落
命
と
比
べ
て
大
腿
骨
骨
折
と
い
う
程
度
で
済
ん
だ
と
解
す
る
の
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で
あ
る
。

23
『
四
部
叢
刊
』
は
訓
点
を
付
さ
な
い
。「
戦
」
を
終
止
形
「
戦
ふ
。」
と
訓
読
す
る
の
は
『
国

訳
大
成
』『
故
事
・
寓
話
』『
教
材
研
究
１
』。
ま
た『
陳
広
忠
訳
注
』『
趙
宋
乙
訳
注
』は「
戦
。」

と
区
切
る
。
一
方
、
連
用
形
「
戦
ひ
、」
と
訓
読
す
る
の
は
『
新
釈
』『
研
究
資
料
漢
文
学
２

思
想
Ⅱ
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）。
ま
た
、『
淮
南
鴻
烈
集
解
』『
新
編
諸
子
集
成
淮
南

子
集
釋
』（
何
寧
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
。『
集
釈
』
と
略
す
。）
は
「
戦
，」
と
続
け
る
。

24
『
精
選
言
語
文
化
指
導
書
漢
文
編
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
二
年
、
一
一
八
頁
）

25
村
山
（
二
〇
〇
六
）。『
集
釈
』
で
は
「
死
者
十
九
」
に
対
し
、「
十
人
戦
、
九
人
死
。」
の
注

釈
を
付
す
。

26
『
故
事
・
寓
話
』
一
四
八
頁
。

27
『
全
訳
漢
辞
海
』『
訓
読
百
科
』
な
ど
。

28
『
中
国
古
代
名
著
今
訳
叢
書
淮
南
子
訳
注
』（
陳
広
忠
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）

29
『
漢
字
源
』
の
現
代
語
訳
「
片
足
が
不
自
由
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
そ
の
父
子
だ
け
が
生
き

延
び
た
」
は
意
訳
と
し
て
も
、
同
様
に
、
子
の
片
足
の
障
害
ゆ
え
に
そ
の
父
子
が
と
も
に
無

事
で
あ
る
と
す
る
説
明
に
は
難
が
あ
る
。
な
お
、「
独
り
此
の
髀
を
折
り
た
る
も
の
は
、
跛
の

故
を
以
て
、
父
子
相
保
つ
を
得
た
り
」（『
先
哲
遺
著
追
補
漢
籍
国
字
解
全
書
44
淮
南
子
国
字

解
下
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
一
七
年
）
の
よ
う
に
息
子
を
主
語
と
す
る
単
文
で
解
す

れ
ば
、
説
明
の
不
足
感
は
や
や
解
消
さ
れ
る
か
。

30
『
趙
宋
乙
訳
注
』
は
「
此
独
」
を
「
唯
独

家
的
儿
子
」
と
訳
す
。

31
『
漢
検
四
字
熟
語
辞
典
』
第
二
版
（
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
、
二
〇
一
四
年
）。
ま
た
、
中

国
語
で
は
「
塞
翁
失
馬
、
焉
知
非
福
」
と
い
う
。

引
用
・
参
考
文
献

〔
書
籍
〕

『『
淮
南
子
』
と
諸
子
百
家
思
想
』（
向
井
哲
夫
、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

『
角
筆
の
み
ち
び
く
世
界
』（
小
林
芳
規
、
中
公
新
書
、
一
九
八
九
年
）

『
角
筆
文
献
研
究
導
論
上
巻
』（
小
林
芳
規
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）

『
漢
詩
・
漢
文
解
釈
講
座
15
故
事
・
寓
話
Ⅰ
故
事
成
語
』（
合
山
究
・
古
川
末
喜
、
昌
平
社
、
一

九
九
五
年
）

『
漢
文
の
教
材
研
究
１
故
事
成
語
篇
』（
森
野
繁
夫
、
渓
水
社
、
一
九
八
七
年
）

『
漢
文
大
系
20
淮
南
子
孔
子
家
語
』（
服
部
宇
之
吉
、
冨
山
房
、
一
九
一
五
年
）

『
漢
文
名
作
選
第
〔
第
２
集
〕
６
故
事
と
語
録
』（
大
竹
修
一
・
渡
辺
雅
之
、
大
修
館
書
店
、
一

九
九
九
年
）

『
訓
読
と
漢
語
の
歴
史
』（
福
島
直
恭
、
花
鳥
社
、
二
〇
一
九
年
）

『「
訓
読
」
論
―
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本
語
―
』（
中
村
春
作
・
市
來
津
由
彦
・
田
尻
祐
一

郎
・
前
田
勉
編
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）

『
研
究
資
料
漢
文
学
２
思
想
Ⅱ
』（
上
田
武
他
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
）

『
国
訳
漢
文
大
成
11
淮
南
子
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
四
年
）

『
四
部
叢
刊
初
編
子
部
淮
南
子
』（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）

『
新
刊
淮
南
子
箋
釈
數
』（
渋
谷
啓
藏
、
報
告
堂
書
舗
、
一
八
八
五
年
）

『
新
釈
漢
文
大
系
62
淮
南
子
下
』（
楠
山
春
樹
、
明
治
書
院
、
一
九
八
八
年
）

『
新
編
諸
子
集
成
淮
南
子
集
釋
下
』（
何
寧
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）

『
新
編
諸
子
集
成
淮
南
鴻
烈
集
解
下
』（
劉
文
典
撰
、
馮
逸
・
喬
華
点
校
、
中
華
書
局
、
二
〇
一

三
年
）

『
説
話
文
学
の
世
界
』（
池
上
洵
一
・
藤
本
徳
明
、
世
界
思
想
社
、
一
九
九
七
年
）

『
先
哲
遺
著
追
補
漢
籍
国
字
解
全
書
44
淮
南
子
国
字
解
下
』（
菊
池
晩
香
講
、
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
一
九
一
七
年
）

『
中
国
古
代
寓
言
一
百
篇
』（
中
国
対
外
翻
訳
出
版
、
一
九
九
一
年
）

『
中
国
古
代
寓
話
集
』（
後
藤
基
巳
、
東
洋
文
庫
、
一
九
六
八
年
）

『
中
国
古
代
名
著
今
訳
叢
書
淮
南
子
訳
注
』（
陳
広
忠
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）

『
中
国
古
典
新
書
淮
南
子
』（
楠
山
春
樹
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）

『
中
国
古
典
文
学
大
系
６
淮
南
子
説
苑
（
抄
）』（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
）

（一六）

2 高知県立大学紀要 文化学部編 第72巻

（一七）



『
中
国
思
想
を
考
え
る
』（
金
谷
治
、
中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
）

『
二
十
二
子
詳
注
全
訳
淮
南
子
訳
注
下
』（
趙
宋
乙
、
黒
竜
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

『
平
安
時
代
語
新
論
』（
築
島
裕
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
）

〔
論
文
〕

井
上
次
夫
「
中
国
故
事
の
享
受
・
受
容
と
現
代
日
本
人
―
古
典
漢
文
を
掘
り
起
こ
す
中
で
の
再

認
識
」（『
次
世
代
に
伝
え
た
い
新
し
い
古
典
』
井
上
次
夫
・
高
木
史
人
・
東
原
伸
明
・
山
下

太
郎
編
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）

金
田
鬼
一
「
寓
話
文
学
」（『
岩
波
講
座
世
界
文
学
』
一
九
三
三
年
）

松
浦
友
久
「「
漁
父
」
の
読
音
に
つ
い
て
―
訓
読
学
・
音
読
学
に
お
け
る
破
音
の
機
能
―
」（『
中

国
文
学
研
究
』
25
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
九
九
年
）

村
山
敬
三
「「
塞
翁
馬
」
教
材
研
究
」（『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
42
、
全
国
漢
文
教
育
学
会
、

二
〇
〇
六
年
）

吉
峰
宏
見
「
馬
の
ね
う
ち
―
塞
翁
が
「
馬
」
な
ど
―
」（『
指
導
と
研
究
漢
字
漢
文
』
14
-27
、
全

国
漢
字
漢
文
教
育
研
究
会
、
秀
英
出
版
、
一
九
八
二
年
）

〔
教
科
書
関
係
〕

『
言
語
文
化
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
二
二
年
）

『
精
選
言
語
文
化
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
二
年
）

『
探
求
言
語
文
化
』（
桐
原
書
店
、
二
〇
二
二
年
）

『
精
選
言
語
文
化
指
導
書
漢
文
編
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
二
二
年
）

『
精
選
国
語
Ⅰ
新
修
版
指
導
資
料
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
）

『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
解
説
国
語
編
』（
東
洋
館
出
版
、
二
〇
一
九

年
）

〔
辞
典
〕

『
漢
字
源
』
第
六
版
（
学
研
プ
ラ
ス
、
二
〇
一
八
年
）

『
訓
点
語
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

『
全
訳
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
、
二
〇
一
九
年
）

『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）

『
日
本
語
学
大
辞
典
』（
日
本
語
学
会
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

付
記

本
稿
に
対
し
て
は
査
読
者
か
ら
有
益
な
指
摘
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に

記
し
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
本
研
究
は
JSPS
科
研
費
21K
02498
の
助
成

を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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